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３月第１回定例会　平成 30 年度当初予算などを審議

☆総額 48 億 7,230 万円の当初予算を可決　　　　　   
☆平成 29 年度一般会計補正予算 3,780 万円の減額　　　　 　Ｐ ２  ・   ３
☆平成 30 年度当初予算などを常任委員会で審議　　   Ｐ ４ ～  ６
☆一般質問　４人の議員が登壇　　　　　　　　　      Ｐ  7  ～  ９
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議会広報委員
委  

員  

長　

澤
井  

静
代

副
委
員
長　

栁
迫  

好
則

委　
　

員　

久
村  

昌
司

　
　

〃　
　

上
村  

勝
法　
　

　【３月】　
   5 日～ 19 日　第１回議会定例会
　　　　 8 日　水俣・芦北地域振興財団理事会
　　          9 日　議会運営委員会
　　　   13 日　広域行政事務組合議会定例会
　
　【４月】　
    　　   18 日　教育住民常任委員会
 　　　 19 日　総務振興常任委員会
　　
　【５月】　
                16 日　教育住民常任委員会
　　　   17 日　総務振興常任委員会
　            21 日　水俣・芦北地域振興財団理事会
　　　   22 日　県町村議会議長研修会
　　　　　　　議長会臨時総会
　　　   24 日　広域行政事務組合議会臨時議会
               28 日    全国町村議会正副議長研修会
　　　   29 日　正副議長による県選出
　　　　　　  国会議員への要望活動
　　　　　　  
　【６月予定】
   　           6 日   議会運営委員会
 13 日～ 15 日   第 2 回議会定例会

議 の会
う きご

“

つ
な
ぎ
百
貨
堂”

と
し
て
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
グ

リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
。
皆
様
の
ご
来
店

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
泊
金
刀
比
羅
宮

１
０
０
周
年
記
念
祭

  
４
月
８
日

（日）　
大
泊
金
刀
比

羅
宮
境
内
に
お
い
て
、
１
０
０

周
年
記
念
祭
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
前
日
の
暴

風
雨
が
嘘
の
よ
う
な
晴
天
に
恵

ま
れ
、
町
内
外
か
ら
２
０
０
人

余
り
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
大
人
・
子
供
の
奉

納
相
撲
や
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り

が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
式
典
の

後
、
踊
り
や
歌
な
ど
各
隣
保
班

ご
と
の
出
し
物
で
、
お
お
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

  

本
誌
が
配
布
さ
れ
る
頃
は
梅

雨
入
り
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

町
内
で
も
早
い
と
こ
ろ
は

田
植
え
が
始
ま
り
、
き
れ
い
な

田
園
風
景
が
各
地
域
で
見
ら
れ

る
季
節
に
な
っ
て
き
た
。

   

田
園
と
い
え
ば
、
昨
年
は
至

る
所
で
害
虫
被
害
に
あ
い
、
米

の
収
穫
が
激
減
し
た
。
ま
た
、

米
に
限
ら
ず
果
樹
の
ほ
う
も
よ

く
な
か
っ
た
と
聞
い
た
が
、
今

年
の
収
穫
は
よ
く
な
る
こ
と
を

願
い
た
い
。
た
わ
い
の
な
い
個

人
的
な
話
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　

S
・
S

  教育住民常任委員会では、昨年度より公園の充
実を図るための調査研究を進めている。昨年度は、
鹿児島県長島町の公園を視察した。
  今年度は、４月１８日八代市坂本町の「くま川
ワイワイパーク」へ出かけた。高低差のある立地
条件を上手く取り入れ、自然と調和した遊具の配
置で、階段を登るという新たな運動がプラスされ
ていた。子どもが喜ぶ遊具大・小に、スポーツク
ライミングのミニ板、健康づくり器具などが設置
され、大人も子どもも楽しめる公園になっていた。
それに、訪れた時も作業員４名で整備中であった。
  帰り道、高速道路沿いの日奈久の公園にも立ち
寄った。本町の公園の充実に向けて、意見を集約し、
実現に努めていく思いである。

教育住民常任委員会活動報告

歳時記
ショット



総額 48 億 7,210 万円
内訳　一般会計  29 億 6,700 万円　特別会計  19 億 510 万円

３｜つなぎ議会だより　2018.6 つなぎ議会だより　2018.6 ｜２

平
成
29
年
度
補
正
予
算
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

寺
本
信
介
議
員

問 

予
約
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
委
託
料
で
、

96
万
７
千
円
の
減
額
理
由
は
。

答 

つ
な
ぎ
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
委
託
料

と
い
う
形
で
む
つ
み
タ
ク

シ
ー
に
支
払
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
利
用
料
が

あ
っ
た
分
、
委
託
料
は
そ
の

分
減
額
に
な
る
。

　

こ
の
96
万
７
千
円
も
、
２

月
ま
で
の
見
込
み
で
、
ま
だ

３
月
ま
で
確
定
し
て
い
な
い

が
、
利
用
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
金
額
を
下
げ
て
い
る
。

久
村
昌
司
議
員

問 

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
マ
イ
ナ
ス

２
４
０
万
円
の
理
由
と
、
今

後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

当
初
リ
フ
ォ
ー
ム
分

が
50
万
円
の
３
件

分
、
家
財
道
具
整
理
分
が

30
万
円
の
３
件
分
を
計
上
し

て
い
た
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
の
申
請
が
な
か
っ
た
。　

　

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
周
知
を
行
い
、
貸
借
さ
れ

る
方
を
探
し
て
い
き
た
い
。

上
村
勝
法
議
員

問 

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

加
入
促
進
事
業
補
助

金
で
、
１
３
０
万
円
の
減
額

だ
が
、
現
在
の
加
入
件
数
と

端
末
機
の
在
庫
は
ど
れ
く
ら

い
な
の
か
。

　

ま
た
、
残
り
の
処
分
は
ど

う
す
る
の
か
。

答 

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

が
始
ま
り
２
月
末
現

在
ま
で
２
５
４
件
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
４
５
０
台
程
度

の
在
庫
が
あ
る
。

　

機
械
そ
の
も
の
最
新
の
機

種
で
あ
っ
た
た
め
、
十
年
近

く
は
対
応
で
き
る
と
考
え
て

お
り
、
広
報
と
有
線
放
送
な

ど
で
周
知
し
な
が
ら
加
入
者

に
は
率
先
し
て
申
請
し
て
い

た
だ
く
よ
う
思
っ
て
い
る
。

林　
賢
二
議
員

問 

農
業
委
員
会
の
委
員

報
酬
で
２
３
１
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

農
地
利
用
最
適
化
交

付
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
農
業
委

員
会
委
員
１
２
６
万
円
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

１
０
５
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

　

農
地
の
集
積
が
単
年
度
で

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施
し
、
遊

休
農
地
も
単
年
度
で
約
24
ヘ

ク
タ
ー
ル
改
修
さ
れ
た
た

め
、
こ
の
交
付
金
を
農
業
委

員
、推
進
委
員
に
配
分
す
る
。

上
村
勝
法
議
員

問 

道
路
橋
梁
費
の
町
道

河
原
線
道
路
改
良
工

事
で
、
１
２
０
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
を
求
め
る
。

質

疑
応

答

補正予算の主なもの
事　　業　　名 予　算　額 事　　業　　内　　容

 施設用備品購入費 4,063 千円 役場機構改革による配置替えにあわせ、旧タイプ
の事務机・キャビネットなどの入替えを行う。

 空き家リフォーム事業補助金 △ 2,400 千円 実績見込みにあわせて減額

 光ブロードバンド加入促進事業費
 補助金

△ 1,300 千円 加入者の実績見込みにあせて減額

 合併処理浄化槽設置補助金 △ 7,280 千円 設置実績により減額

 農業委員会委員および
農地利用最適化推進委員報酬

2,310 千円
農業委員および農地利用最適化推進委員の成果実
績に応じて交付される交付金の決定により増額

 町道河原線道路改良工事 △ 12,000 千円 用地譲渡および売却手続きに時間を要し、本年度
着工が困難になったため減額

 竹中団地改修工事 80,683 千円 平成 30 年度からの実施予定を前倒しで実施する
ため、全 15 棟のうち９棟の改修経費を増額

答 

減
額
理
由
と
し
て
、

幅
５
ｍ
の
延
長
30
ｍ

の
道
路
改
良
工
事
を
予
定
し

て
い
た
が
、
新
幹
線
高
架
下

の
用
地
を
取
得
す
る
た
め
、

鉄
道
建
設
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
と
の
用
地
の
譲
渡

と
売
却
手
続
き
が
完
了
し
な

か
っ
た
た
め
、
減
額
で
計
上

し
て
い
る
。

久
村
昌
司
議
員

問 

住
宅
管
理
費
の
工
事

請
負
費
は
、
竹
中
団

地
の
15
棟
の
う
ち
９
棟
分
の

改
修
工
事
と
の
説
明
で
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
今
の
時
期
な
の

か
。
ま
た
、
15
棟
全
て
の
改

修
は
、
平
成
30
年
度
で
終
わ

る
の
か
。

答 

現
在
、
建
設
か
ら
30

年
を
経
過
し
て
い
て
、

経
年
劣
化
に
よ
り
外
壁
な
ど

の
汚
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。

津
奈
木
町
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
９
棟
18

戸
の
屋
根
瓦
の
塗
装
と
、
外

壁
の
上
に
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を

張
る
。
３
月
補
正
で
予
算
を

計
上
し
た
の
は
、
地
元
企
業

の
育
成
と
早
期
発
注
、
管
理

を
行
う
た
め
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
平
成
30
年
度
と

平
成
31
年
度
に
計
画
を
し
て

い
る
。

橋
口
知
恵
子
議
員

問 

瓦
は
、
ど
ん
な
工
事

を
す
る
の
か
。
ま
た
、

軽
い
瓦
が
台
風
の
時
に
は
落

ち
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

現
在
の
セ
メ
ン
ト
瓦

を
ず
れ
防
止
の
た
め

コ
ー
キ
ン
グ
で
固
定
し
、
高

圧
洗
浄
と
塗
装
を
す
る
工
事

で
あ
る
。
瓦
は
そ
れ
ぞ
れ
欠

点
も
長
所
も
あ
る
の
で
、
セ

メ
ン
ト
瓦
の
良
さ
を
出
し
た

改
修
を
し
た
い
。

澤
井
静
代
議
員

問 

玄
関
の
ひ
さ
し
部
分

な
ど
を
含
め
、
外
周

り
全
体
を
改
修
す
る
の
か
。

答 

玄
関
の
屋
根
、
窓
の

木
枠
な
ど
の
改
修
も

含
め
、
全
体
的
に
リ
フ
ォ
ー

ム
を
す
る
。

久
村
昌
司
議
員

問 財
産
収
入
に
計
上
し
て

あ
る
３
１
２
万
５
千
円

は
何
を
売
却
し
た
の
か
。

答 

町
有
林
が
平
成
28
年

の
台
風
に
よ
り
倒
木

し
た
た
め
、
そ
の
被
害
林
の

搬
出
と
間
伐
材
の
売
払
い
金

で
あ
る
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）久

村
昌
司  

議
員

問 

水
俣
市
水
道
料
が

２
９
０
万
円
の
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
何
故
な
の

か
。答 

現
在
岩
城
に
配
水
タ

ン
ク
が
で
き
稼
働
し

て
お
り
、
岩
城
の
配
水
区
域

を
給
食
セ
ン
タ
ー
周
辺
ま
で

広
げ
て
い
る
た
め
、
水
俣
市

の
水
道
を
利
用
し
て
い
る
小

津
奈
木
の
配
水
区
域
が
狭
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　平成 30 年第１回定例会が、３月５日から 19 日までの 15 日間の会期に

わたり開催され、平成 30 年度当初予算を主に、役場機構改革に伴う条例の

改正および補正予算などを審議した結果、原案どおり可決された。

平成 30 年　第１回定例会

平成 30 年度
当初予算

総額 48 億 7,230 万円
内訳　一般会計  29 億 6,700 万円　特別会計  19 億 530 万円



つなぎ議会だより　2018.6 ｜４５｜つなぎ議会だより　2018.6

条
例

○
機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定

○
津
奈
木
町
情
報
公
開
条
例
及

び
津
奈
木
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

○
津
奈
木
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
津
奈
木
町
工
場
等
設
置
奨

励
条
例
の
制
定

○
津
奈
木
町
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
改
正

予
算

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
一

般
会
計
予
算
（
総
務
振
興
常

任
委
員
会
所
管
分
）

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
恒

久
対
策
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
宅

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

　

本
議
会
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
を
主
に
、
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
３
月
19
日
の
本
会
議
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
。

各
常
任
委
員
会
の
審
議
状
況

総

務

振

興

常

任

委

員

会

委
員
会
予
算
な
ど

審
議
で
の
主
な
質
疑

会　計　区　分 本年度当初予算額 前年度当初予算額 比　較

一 般 会 計 29 億 6,700 万円 29 億 5,500 万円 1,200 万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 8 億 8,310 万円 9 億 6,700 万円 △ 8,390 万円　

後 期 高 齢 者 医 療 8,100 万円 8,020 万円 80 万円

簡 易 水 道 事 業 1 億 6,200 万円 2 億 4,400 万円 △ 8,200 万円

介 護 保 険 事 業 7 億 4,220 万円 7 億 1,000 万円 3,220 万円

恒 久 対 策 事 業 1,700 万円 1,700 万円 0 万円

宅 地 造 成 事 業 2,000 万円 2,000 万円 0 万円

　平成３０年度 当初予算　一般会計・特別会計の内訳

一般会計予算　対前年度比　１，２００万円の増　　

条
例

○
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

条
例
の
一
部
改
正

○
津
奈
木
町
子
ど
も
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

○
津
奈
木
町
敬
老
祝
金
条
例

の
一
部
改
正

教

育

住

民

常

任

委

員

会

答 

現
在
光
回
線
が
町
内

全
域
に
網
羅
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
電
話
回
線
の

改
修
に
併
せ
て
内
線
で
教
育

委
員
会
と
を
I
Ｐ
電
話
で
つ

な
ぐ
こ
と
に
し
ま
す
。
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
回
線
通
話

料
が
無
料
に
な
り
、
年
間
の

通
話
料
が
50
万
円
か
ら
80
万

円
下
が
る
見
込
み
で
す
。

問 

町
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
推
進
業
務
委
託

料
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
か
。答 小

さ
く
て
強
い
産
業

づ
く
り
事
業
の
一
環

問 
機
構
改
革
に
伴
い
、
人

員
が
減
少
す
る
部
署

が
出
て
く
る
が
、
業
務
に
支

障
が
出
る
の
で
は
な
い
の
か
。

で
行
っ
て
お
り
、
町
全
体
の

様
々
な
資
源
を
絡
め
て
の
町

づ
く
り
、
ま
た
物
産
館
を
活

用
し
、
町
全
体
の
資
源
を
売

り
出
し
て
い
く
た
め
の
プ
ラ

ン
作
り
を
専
門
家
へ
委
託
す

る
事
業
で
す
。

問 

農
作
業
支
援
事
業
補

助
金
と
あ
る
が
、
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
補
助
金
は
い
く
ら
な
の

か
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材

に
も
適
用
で
き
る
の
か

答 

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
の

時
給
単
価
の
う
ち

３
３
５
円
を
町
で
補
助
す
る

も
の
で
、
農
業
法
人
の
利
用

時
の
み
適
用
と
な
り
ま
す
。

問 

戸
建
て
木
造
住
宅
耐

震
改
修
工
事
補
助
金

と
あ
る
が
、
初
め
に
耐
震
診

断
を
す
る
の
か

答 

工
事
を
進
め
る
に
は

耐
震
診
断
が
必
要
に

な
り
、
診
断
に
掛
か
る
費
用

５
千
円
ま
た
は
１
万
９
千
円

は
自
己
負
担
で
実
施
し
て
頂

○
津
奈
木
町
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
津
奈
木
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

○
津
奈
木
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

予
算

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
一

般
会
計
予
算
（
教
育
住
民
常

任
委
員
会
所
管
分
）

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
予
算

○
平
成
30
年
度
津
奈
木
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

委
員
会
予
算
な
ど

審
議
で
の
主
な
質
疑

総務振興常任委員会の審議状況

現地調査（町道合串福浦線）

役 場 組 織 の 見 直 し
 ３課２事務局 ⇨ ６課２事務局

○ 新たに政策や企画を行う政策企画課を新設
○ 住民課を住民課およびほけん福祉課の２課に
○ 出納室を会計課へ

き
、診
断
結
果
に
基
づ
い
て
、

補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
か
判

断
し
ま
す
。

問 

水
俣
芦
北
広
域
消
防

事
務
組
合
消
防
費
負

担
金
４
千
万
円
ほ
ど
の
増
額

で
、
芦
北
消
防
署
の
建
て
直

し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
人
員
の
増
員
や
組
織
の

体
制
、
ま
た
、
管
轄
は
ど
う

な
る
の
か
。

答 

芦
北
消
防
署
は
築
40

年
ほ
ど
経
過
し
て
お

り
、
車
庫
お
よ
び
事
務
所
が

狭
く
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

答 

政
策
企
画
課
が
新
し

く
設
置
さ
れ
人
員
を

配
置
す
る
た
め
、
他
の
課
に

し
わ
寄
せ
が
く
る
の
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ス
に

な
る
部
分
が
大
き
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問 

子
ど
も
医
療
費
の
助

成
拡
大
で
は
、
18
歳

未
満
で
在
学
せ
ず
就
労
し
て

問 

庁
舎
内
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

ン
借
り
上
げ
の
内
容

は
。
ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
の
か
。

い
な
い
た
め
１
市
２
町
の
合

意
の
も
と
、
旧
芦
北
プ
ラ
ザ

跡
地
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら

平
成
30
年
度
で
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
30

年
度
か
ら
平
成
31
年
度
に
か

け
て
建
設
予
定
で
す
。
人
員

配
分
に
つ
い
て
は
増
員
が
決

ま
っ
て
お
り
、
管
轄
に
つ
い

て
は
現
在
、
平
国
・
合
串
・

福
浦
地
区
は
水
俣
消
防
署
が

管
轄
で
あ
り
ま
し
た
が
、
建

設
後
は
芦
北
消
防
署
に
管
轄

が
変
更
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
の
新
設
を

問
転
入
者
へ
の
定
住
促
進

事
業
補
助
金
が
町
内
在

住
者
も
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
工
事

に
適
用
さ
れ
る
の
か
。
転
入
者

に
限
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
住

宅
全
般
に
適
用
で
き
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
前
町
長
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
は
個
人
資
産
へ
の
公
費

投
入
に
あ
た
る
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
町
長
の
考
え
は
。　

答
定
住
促
進
事
業
補
助
金

は
、
定
住
の
促
進
に
加

え
て
町
内
の
業
者
・
個
人
の
建

築
業
な
ど
の
経
済
対
策
と
し
て

実
施
す
る
。
昨
年
ま
で
は
転
入

者
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
町
内
の

方
も
利
用
対
象
と
し
、
新
築
の

住
宅
全
体
そ
れ
に
伴
う
車
庫
や

塀
な
ど
の
外
構
工
事
に
対
し
、

町
内
の
業
者
を
使
う
こ
と
で
助

成
す
る
。

を
実
施
し
た
。
本
町
は
大
規
模

な
災
害
が
な
い
た
め
防
災
意
識

が
低
い
こ
と
か
ら
、
防
災
意
識

の
向
上
の
た
め
地
域
の
自
主
防

災
組
織
の
活
性
化
が
必
要
で
、

積
極
的
な
机
上
訓
練
な
ど
を
依

頼
し
て
い
る
。
区
長
会
研
修
で

自
主
防
災
組
織
の
研
修
も
さ
れ

て
い
る
。

　

総
合
防
災
訓
練
は
、
平
成
30

年
度
中
に
計
画
し
た
い
。
各
地

区
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
個
別

に
実
施
し
て
い
く
予
定
と
し
て

い
る
。

不
妊
治
療
助
成
制
度
の

新
設
を

問
妊
婦
健
診
、
子
供
・
子

育
て
支
援
は
、
徐
々
に

充
実
し
つ
つ
あ
る
が
、
不
妊
治

療
へ
の
助
成
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

　
不
妊
治
療
費
は
、
高
額
に
な

る
た
め
治
療
を
あ
き
ら
め
ざ
る

を
得
な
い
で
い
る
。
治
療
費
の

自
己
負
担
金
軽
減
の
た
め
に
助

成
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
熊
本
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
が
あ
り
、

対
象
者
に
制
限
が
あ
る
が
、
県

内
で
の
利
用
者
は
、
延
べ
人
数

１
４
１
２
人
、
津
奈
木
町
で
は

延
べ
人
数
４
人
で
あ
る
。

　

熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
に
上
乗
せ
や
独
自
の
助

成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
は
25
市
町
村
あ
り
、
特
定
不

妊
治
療
だ
け
で
な
く
、
一
般
不

妊
治
療
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
市
町
村
も
あ
る
。

　

芦
北
町
の
助
成
額
は
、
特
定

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
か
ら

熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

を
差
し
引
い
た
額
の
７
割
で
、

１
回
の
治
療
に
つ
き
自
己
負
担

限
度
額
を
３
万
５
４
０
０
円
と

し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

橋口　知恵子　議員

不妊治療費の助成を
　行う必要があるのでは

　

住
宅
改
造
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
お
よ
び
介
護
保
険
で
の
住

宅
改
造
補
助
金
や
耐
震
化
の
支

援
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
自
分

た
ち
の
資
金
・
貯
金
で
や
る
べ

き
と
基
本
的
に
考
え
て
い
る
。

災
害
に
備
え
て
の

　
　

町
の
避
難
訓
練
は

問
避
難
訓
練
は
、
災
害
時

に
慌
て
ず
行
動
で
き
る

よ
う
に
繰
り
返
し
行
う
必
要
が

あ
る
。

　
本
町
で
の
避
難
訓
練
の
実
施

状
況
は
、
確
実
に
避
難
で
き
る

指
導
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
避
難
訓
練
は
、
一
昨
年

の
11
月
に
県
の
総
合
防

災
訓
練
に
合
わ
せ
て
大
規
模
な

訓
練
を
予
定
し
て
い
た
が
、
熊

本
地
震
の
影
響
で
実
施
を
断
念

し
、
延
期
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。

　

地
震
以
後
５
地
区
で
は
訓
練

制
度
で
あ
っ
た
も
の
が
悪
い

も
の
に
変
わ
る
。
近
隣
市
町

村
に
あ
わ
せ
る
必
要
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
は
80

歳
も
対
象
に
な
る
が
、
平
成

31
年
度
に
は
な
く
な
る
た

め
、
金
品
の
支
給
が
出
来
な

い
の
で
あ
れ
ば
祝
い
品
な
ど

の
贈
呈
を
検
討
し
た
ら
ど
う

か
。答 

80
歳
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
限
り
の
改
正

教育住民常任委員会の審議状況

と
な
っ
て
い
る
が
、
委
員
の

意
見
を
踏
ま
え
て
来
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
内
容
の
検
討

を
行
う
。

問 
木
製
の
机
と
椅
子
を

導
入
し
た
の
は
い
つ

か
。
今
後
は
ス
チ
ー
ル
製
に

変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

い
の
か
。

答
平
成
12
年
度
か
ら
平

成
14
年
度
の
間
に
導

入
さ
れ
た
。
木
製
の
机
と
椅

子
は
、
丈
夫
だ
が
非
常
に
重

く
、
高
さ
調
整
な
ど
も
簡
単

に
出
来
な
い
作
り
で
あ
る
。

学
校
か
ら
の
要
望
も
あ
り
２

年
で
ス
チ
ー
ル
製
に
変
え
て

い
く
。問 

町
民
体
育
祭
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
は
、

大
き
く
変
更
さ
れ
る
よ
う
だ

が
教
育
委
員
会
の
判
断
か
。

答 

体
育
部
長
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
採
り
教
育

委
員
会
で
協
議
し
、
体
育
協

会
理
事
会
で
決
定
し
、
各
地

区
の
体
育
部
長
に
も
通
知
し

て
い
る
。

問 

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

な
い
人
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
特

定
健
診
な
ど
の
受
診
が
で
き

る
医
療
機
関
が
限
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答 

広
報
な
ど
で
周
知
し

て
い
く
。
特
定
健
診

に
つ
い
て
は
、
水
俣
市
芦
北

郡
医
師
会
に
依
頼
を
し
、
協

力
で
き
る
医
療
機
関
で
受
診

で
き
る
。

問 
介
護
予
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
事
業
と

現地調査（広域クリーンセンター）

 子ども医療費助成の拡大
　
  対象者が

    中学生⇨ 高校生までに

敬老祝金を米寿祝金に！
 80 歳  1 万円および 90 歳  2 万円の支給が
 88 歳（米寿）2 万円の支給へ一本化
※本年度に限り、89 歳 ･90 歳および 80 歳の対象者へ
　は一時金の支給があります。

い
る
者
は
、
対
象
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
通
信
教
育
を
受

け
て
い
る
者
は
対
象
に
な
る

の
か
。答 高

等
学
校
等
就
学
支

援
金
の
支
給
に
関
す

る
法
律
に
規
定
さ
れ
る
高
等

学
校
な
ど
に
、
通
っ
て
い
る

高
校
生
が
対
象
に
な
る
。

問 

80
歳
で
敬
老
祝
金
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
で
、
長
生
き

を
し
な
い
と
支
給
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
良
い

は
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
対
象
者
は
地
域
住
民
か
。

答 

新
規
事
業
で
あ
り
、

介
護
が
必
要
な
方
を

実
際
見
て
い
る
方
、
今
後
住

民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
増
や

し
て
い
く
た
め
に
養
成
事
業

を
行
う
。
地
域
住
民
を
対
象

と
し
、
参
加
し
や
す
い
時
期

な
ど
も
考
慮
し
て
い
く
。

　

現
地
視
察
に
お
い
て
、
小

学
校
プ
ー
ル
更
衣
室
改
修
工

事
に
つ
い
て
は
、
水
泳
の
授

業
に
間
に
合
う
よ
う
早
急
な

着
工
を
要
望
し
た
。
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村上　義廣　議員

今後の旧平国小学校の
　　　　　　　利活用は

上村　勝法　議員

副町長は、置かないのか

副
町
長
不
在
の
ま
ま
で

良
い
の
か

問
昨
年
７
月
に
20
年
ぶ

り
の
町
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
山
田
町
長
が
就
任
さ

れ
た
。

　

７
カ
月
が
経
過
し
、
施
政

方
針
と
公
約
、
そ
し
て
、
所

信
表
明
で
述
べ
た
人
口
減

少
、
少
子
化
対
策
と
農
林
水

産
業
の
振
興
と
地
元
企
業
育

成
、
雇
用
確
保
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
、
早
速
い
く

つ
か
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

役
場
内
の
機
構
も
見
直

し
、
充
実
し
た
改
革
で
は
あ

る
が
、
副
町
長
不
在
で
町
政

運
営
に
支
障
は
な
い
か
、
ま

た
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
私
も
職
員
上
が
り
、
そ

し
て
副
町
長
と
し
て
経

験
も
あ
る
。
現
在
一
人
二
役

と
い
う
状
況
だ
が
、
各
課
長

ま
た
補
佐
の
協
力
を
得
な
が

ら
町
政
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
る
。

　

県
下
市
町
村
で
も
、
少
な

か
ら
ず
副
町
長
不
在
の
と
こ

ろ
も
か
な
り
あ
る
が
、
今
後

副
町
長
の
人
事
に
つ
い
て
は
、

人
選
を
し
な
が
ら
議
会
に
諮

り
た
い
と
今
は
考
え
て
い
る
。

問
今
後
、
町
政
運
営
が

十
分
に
発
揮
で
き
る

の
か
危
惧
す
る
議
員
、職
員
、

町
民
が
お
り
関
心
を
持
っ
て

い
る
。

　

考
え
て
い
る
範
囲
で
よ
い

の
で
、
委
ね
る
適
任
者
は
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
副
町
長
を

任
命
さ
れ
る
の
か
。

　

時
期
な
ど
を
伺
い
た
い
。

答
ま
だ
、
そ
こ
は
白
紙
で

あ
る
。

旧
平
国
小
学
校
の
今
後

の
利
活
用
に
つ
い
て

問
閉
校
し
て
２
年
に
な

る
平
国
小
学
校
の
跡

地
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
、

学
校
跡
地
、
校
舎
、
運
動
場
、

体
育
館
な
ど
を
、
ど
の
よ
う

に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答
地
域
の
要
望
に
よ

り
、
マ
ル
シ
ェ
や
木

工
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
て
い
る
。今
後
は
、

さ
ら
に
地
域
が
一
つ
に
な
れ

る
よ
う
な
、
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
校

舎
周
辺
の
草
払
い
や
植
木
の

剪
定
な
ど
に
つ
い
て
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
を
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
地
域
で
存
分
に

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一

番
の
跡
地
利
用
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

高
潮
対
策
は
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
の

問
高
潮
対
策
で
、
現
在

の
合
串
漁
港
臨
港
線

の
階
段
部
分
の
土
の
う
の
撤

去
と
、
今
後
の
措
置
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
県
が
管
轄
し
て
い
る
た

め
、
県
の
漁
港
漁
場
整

備
課
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

土
の
う
の
状
態
が
悪
い
と
こ

ろ
だ
け
３
ヶ
所
取
り
か
え
た

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
県
は

高
潮
か
ら
沿
線
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
の
措
置

と
し
て
開
口
部
は
塞
ぎ
た
い

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

何
ら
か
の
理
由
で
ど
う
し
て

も
開
口
部
分
を
残
し
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
階
段
式
で
行
う

か
そ
の
他
の
方
法
で
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
町
と

し
て
も
強
く
要
望
し
て
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

基
本
構
想
と

　
　
　
　

維
持
管
理
は

問
重
盤
岩
お
よ
び
舞
鶴
城

公
園
一
帯
を
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
魅
力
あ
る
観
光
資
源

と
し
て
の
拠
点
に
す
る
た
め
の

基
本
構
想
と
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
舞
鶴
城
公
園
の
委
託

料
と
他
の
公
園
の
委
託
料
を
分

け
る
予
定
と
聞
い
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
維
持
管
理
が
で
き
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
現
在
植
林
し
た
木
々

が
大
き
く
な
り
、
大

部
分
が
密
林
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
今
回
、
現
地
の
地
形

や
植
栽
の
状
況
を
調
査
分
析

し
て
、
公
園
デ
ザ
イ
ン
専
門

家
や
活
性
化
委
員
会
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
現
資
源

を
活
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
ま
た

は
テ
ー
マ
を
作
成
し
て
い
く
。

　

委
託
料
に
つ
い
て
は
、
舞

鶴
城
が
５
４
４
万
円
、
他
の

公
園
が
２
０
０
万
円
程
度
で
、

合
計
額
と
し
て
は
例
年
と
変

わ
り
が
な
い
。
維
持
管
理
は

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

今
後
の
町
有
施
設
改
修

に
つ
い
て

問
四
季
彩
周
辺
の
町
有
施

設
で
今
後
ど
れ
く
ら
い

の
改
修
が
必
要
に
な
る
の
か
。

答
ま
ず
、
四
季
彩
に
つ
い

て
は
１
億
４
千
万
円

程
度
、
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
が

１
２
０
０
万
円
程
度
、
美
術

館
が
３
千
万
円
程
度
、
文
化

セ
ン
タ
ー
が
３
億
２
千
万
円

程
度
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。  

  

本
町
で
は
津
奈
木
町
公
共
施

設
等
統
合
管
理
計
画
を
平
成

29
年
３
月
に
作
成
し
て
い
る
。

現
時
点
で
町
が
所
有
す
る
す

べ
て
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
更

新
し
た
場
合
、
計
画
で
は
今

後
40
年
間
で
３
２
７
億
円
、

年
間
平
均
で
８
億
２
千
万
円

必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
直
近
５
か
年
で
年
間

５
億
４
千
万
円
程
度
使
っ
て

い
る
た
め
、
２
億
８
千
万
円

ほ
ど
不
足
す
る
の
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
る
。

問
今
後
ど
の
よ
う
な
計

画
を
た
て
ら
れ
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
次
年
度
よ
り
機
構
改

革
も
予
定
さ
れ
職
員
の
皆
さ
ん

に
負
担
が
か
か
り
、
町
民
が
切

に
要
望
す
る
施
策
な
ど
が
出
来

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
る
が
如
何
か
。

答
全
国
的
に
公
共
物
が
限

界
を
迎
え
て
建
て
替

え
が
必
要
な
施
設
が
増
え
て

い
る
。
本
町
も
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
と

と
も
に
、
補
助
事
業
や
交
付

金
な
ど
を
う
ま
く
活
用
し
な

が
ら
投
資
的
経
費
に
限
度
額

を
設
け
、
適
正
な
予
算
執
行

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

町
民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
職
員
を
配
置
し
組
織
改

革
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

久村　昌司　議員

舞鶴城・四季彩一帯の
　　　　　基本構想とは


